
以降、公園愛護会の事業推進の中で、植木市、大運動会（子供の日）、夏休みの

ラジオ体操、盆踊り、旭区民大会、公園祭りなどが毎年開催された。日本初の

万国博覧会が千里で開催された１９７０年（昭和４５年）頃は、高度成長期と

相まって地域住民の増加により各催しの参加者も大変多く、盆踊りなどは６,

７重もの輪ができ、非常に込み合った中で老若男女が踊りに興じ大盛況の様

相であった。また７～９月の８が付く日には、公園の周辺にいつの程にか夜

店が多数出るようになり、子供達で大いに賑わったものである。１９７２年

（昭和４７年）新森小路公園から新森中央公園に改称。 

１９８１年（昭和５６年）自動放送設備付きの時計台が新設され、翌年には

地域の集会場を建設するため児童館が無くなり、１９８３年（昭和５８年）に

跡地の南西角に新森会館が竣工。同年公園東側に道端広場とゆずり葉の道が

完成した。１９８７年（昭和６２年）には、永年にわたり地域住民に親しまれ

てきた噴水池が大改造され、周辺も装いを新たにして現在の公園の姿となっ

ている。〈原田〉
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装い新たな公園の姿
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